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あらまし：現在，日本の教育機関では，近年登場した大規模言語モデル(Large Language Model; LLM)を

活用した学習支援（アドバイジング）に期待が寄せられている．我々は，先行研究で，LLMを活用してオ

ンライン上で取得できる予習の取組状況・授業課題の達成状況・学習者の振り返り内容を考慮したアドバ

イジングシステムの開発を行った．本研究では，これを基盤として，学習者とのリアルタイムな対話を通

じて，授業の学習内容の理解状況の確認と授業課題に沿った振り返り支援を行う対話型アドバイジングシ

ステムの開発を行い，対話の有用性を評価した．  
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1. はじめに 

近年，LLM の登場により，高度なテキスト生成や

自然言語によるタスク指示が可能となった．これを

教育に応用することで，学習支援の自動化が期待さ

れる．我々の先行研究(1)では，LLM を活用してオン

ライン上で取得できる予習の取組状況・授業課題の

達成状況・学習者の振り返り内容を考慮した，アド

バイジングシステムの開発を行った．これにより

個々の学習状況に応じた学習支援が可能となった．

しかし，授業内容まで踏み込んだアドバイスという

点で課題が残った．本来，教員が学習アドバイスを

行う際には，授業のカリキュラムや授業課題などの

科目特有の情報を踏まえた，専門的なアドバイスを

行う． 

そこで本研究では，大規模言語モデルによる対話

生成を用いて，科目特有の情報を活用することがで

きる新たなモデルの構築とシステム化を目指す．な

お，具体性の高いアドバイスとは，科目（授業）特

有の情報に基づいた内容と定義する．そして，科目

や授業内容に紐付くキーワードを介して個別の学習

者と AI が対話を行い，授業の学習内容の理解状況

の確認と，授業課題に沿った振り返り支援を行える

モデルとする，最後に，このモデルを実装したシス

テムを開発し，有用なアドバイジングを行えている

かを検証していく． 

 

2. モデル及びシステムの概要 

本研究では，砂原らが先行研究で開発した，授業

ポータルや e ラーニングが保有する授業に関わる学

修成果データを LLM が活用するシステムを基盤と

する．その上で，構築するモデルとしては，授業時

間の最後に行う振り返り場面で，LLM が授業内容情

報や当日の授業課題（授業ポータルが保持）を考慮

しつつ，学習者に対話を働きかけながら，学習者の

理解状況を踏まえた具体性の高いアドバイスを行う

こととした．また，モデルについては，基盤システ

ムを拡充する形で実装した． 

2.1 構築したモデル 

本研究では，科目特有の情報として，シラバスに

含まれる授業科目の概要とカリキュラム，ワークシ

ートに含まれる授業内容情報と授業課題を想定する． 

本研究では，科目特有の情報を反映したアドバイ

スが生成可能なモデルを構築した．まず，授業の概

要及びカリキュラムの情報を先行研究(1)のプロン

プトに追加した．次に，OpenAI 社が提供する

Assistants APIのRAGツールである file searchを用い

て，該当する授業のワークシートから関連する情報

を検索しながら，アドバイスの生成を行うことがで

きるようにした． 

モデルの構築後，科目特有の情報を反映したアド

バイスの生成が可能であるか調査を行った．調査に

は，2023 年度秋学期に開講された，本学の「AIアル

ゴリズムとプログラミング」の授業の学習者の予習

の取り組み状況・授業課題の達成状況・学習者の振

り返り内容のデータを用いた．調査の結果，構築し

たモデルにより，以下の動作の実現を確認した．(1)

授業で設定した概念に関わるキーワードを，学習者

との対話を通じて，質問・解説を行っていた．(2)

理解ができている・できていない状況に応じて，基

礎的な知識の解説や，応用的な類似課題の提示を切

り替えながら対話をしていた．(3)授業課題を提示し

ている際には，授業課題（ワークシート）内容を踏

まえた，より具体的なアドバイスを行っていた． 
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2.2 システム化 

2.1 で構築したモデルを基に，砂原らが開発システ

ムを基盤とした，システムの拡充を行った．具体的

には，我々の研究チームで開発した対話型のアドバ

イジングシステムに file search を用いた外部情報

の検索が可能な機能を拡充したシステムを実現した．

この際，アドバイスを生成する際に使用するプロン

プトについても 2.1 で構築したモデルを基にした．

本システムの概念図を図 2に示す． 

 

 

図 1 システム概念図 

 

3. 検証 

3.1 検証方法 

本システムを実際の授業に適用した．適用した授

業は，2024 年度秋学期に開講された，本学の「AI

アルゴリズムとプログラミング」の授業である．こ

の際，学習者は，授業の振り返りとして本システム

を利用した．また，システムの利用後に，学習者に

対して対話及びアドバイス内容についてのアンケー

ト調査を行った． 

3.2 評価方法 

科目特有の情報が反映されているか，反映されて

いる情報が正しいかという観点で，対話とアドバイ

スに対して評価項目を作成し，評価を行った．対話

の評価項目及び評価基準を表 1 に，アドバイスの評

価項目及び評価基準を表 2 に示す． 

 

表 1 対話の評価項目及び評価基準 

 

表 2 アドバイスの評価項目及び評価基準 

 
 

3.3 検証結果 

対話内容の評価結果を表 3 に示す．表 3 より，検

証を行った全てのデータで正しい授業内容情報に基

づく対話が行われていた．一方で，プロンプトに含

まれる教員が考えた学習のポイントに基づいた質問

は約 6 割のデータでしか行われていなかった． 

次に，アドバイス内容の評価結果を表 4 に示す．

表 4 より，検証を行ったほとんどのデータで当日の

授業内容に基づくアドバイスや来週の授業内容につ

いてのアドバイスが行われていた．しかし，来週の

授業内容に関するアドバイスの内，ワークシートに

基づく適切なアドバイスが行われていたのは，全体

の約 4 割であった． 

 

表 3 対話内容の評価結果 

 
 

表 4 アドバイス内容の評価結果 

 
 

4. アンケート結果 

 アンケート結果の分析を行った．アンケートでは，

「従来の対話型システムと比較して，授業課題に基

づくアドバイスが行われていると思うか」という質

問を行った．その回答結果を図 3 に示す．図 3 より，

対話とアドバイスの両方で約 7 割の学生が「思う」，

「どちらかといえば思う」という回答が得られた． 

 

 

図 2 アンケート結果 

 

5. おわりに 

本研究では，LLM が授業内容情報や授業課題を考

慮して，対話により学習者の理解度を踏まえた具体

性の高いアドバイスが生成可能なモデルの構築とシ

ステム化を行った．検証結果から，授業内容情報や

課題情報に即したアドバイスが生成可能であること

が示唆された．しかし，全ての情報を適切な形で対

話やアドバイスに反映することができていないとい

う点で課題が残った． 
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